
みんなに知ってほしい！

中勢用水・復活中！

木曽川水系土地改良調査管理事務所 1
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中勢用水地域は、安濃ダムに貯めた用水と、先人の努力で農業がさか

んになりました。

しかし、この安濃ダムが作られてから長い年数がすぎるうちに、機能

が下がってきたので、農林水産省で改良工事を行っています。

このきっずページでは、安濃川周辺の歴史、中勢用水の役割、地域の

農業や改良工事について説明しています。



中勢用水の歴史 ①

○この地域は、三重県中央部の安濃川の両岸に広がる米作りを中心とした農業

地帯です。この地域で出土する土器や石器から弥生時代にはすでに農業が行わ

れてきたと言われています。

中勢の農業のはじまり

中勢用水に関係する遺跡

ちゅうせい

○納所遺跡

この遺跡は、安濃川中下流域に広がる弥生時代から古墳時代にかけてのもの

で、土器･石器･木製農具が見つかっていて、古くからこの地域では農業が行わ

れていたようです。

ほかにも、この遺跡を中心に安濃川の近くで小さな遺跡がたくさん見つかっ

ています。

○安濃川は雨が降ると一度に川の水が増えて洪水となり、晴天が続くとすぐに

水が枯れてしまうため、農作物が流されたりかんばつの被害がおこりました。
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◎土器：粘土をこねて器の形を作り火で

焼いた入れ物。

つぼ・皿・ちゃわんなど

があります。

◎石器：石で作った道具で、やじり、

おの、包丁などがあります。

この地区では、ナイフ

やヤリの先が見つかっ

ています。
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中勢用水の歴史 ②

安濃川の歴史

現在の三方原地区の茶畑

安濃川

中勢用水の水源となる安濃川の流域は

伊勢平野の中央部にあって、古くは伊勢

神宮の所領であったところが多く、神宮

にお米を納めていたため「神納町」や

「納所町」といった地名が残っています。

また、この河川に沿って古くから村が

点在していたことから、「美濃夜川」、

「はいの川」、「あの川」と地域によっ

ていろいろな名前で呼ばれていました。

安濃川は、川の長さが約３０キロメートルくらいと、他の川に比べてあまり

長くありません。

しかし、川の傾斜は急なため、雨が降ると雨水が一度に川を流れることから

昔から洪水などが起こりやすく、反対に雨が降らないと水不足になり、干ばつ

の被害が起こりました。

１７世紀になると、この地域は藤堂藩が治めることになりました。藤堂藩は、

安濃川の洪水をふせぐために、塔世橋から上流にむかって約６kmの堤防をつ

くりました。また、その上流にも土手をつくり竹を植えました。

さらに、穴倉川が合流するところにも

堤防をつくりました。この堤防は他のと

ころより1mほど高さが低くなっていて、

そこから洪水の一部を岩田川に流してし

まおうというものでした。このことで洪

水が流れ込む地域は、いざという時に町

を洪水から守ってくれるとうことで無税

という特権が与えられたそうです。
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安濃川と穴倉川が合流するところ



中勢用水の始まり

中勢用水の歴史 ③

浜名用水取入口

れ き し

雲林院井堰

江戸時代のはじめ、安濃川には48か所の堰がありましたが、水不足による水

争いが何度もありました。

また安濃川の上流では、川の流れが低い位置にあって、畑や田んぼに水を引く

ことが難しかったため、広い畑はあっても、作物はあまり収穫できませんでした。

このため、藤堂藩によって堰や水路が作られました。

今も残る雲林院井堰もこの頃に初め

て作られました。松の木を組み合わせ

て作った堰は、昭和25年にコンク

リートの堰に作り替えられました。

こうして、安濃川から22ヵ所の堰を使って、約1400㌶の水田に用水を流し

ていましたが、洪水のたびに壊れて流され、そしてまた作り直すという繰り返し

で、毎年多くの費用がかかりました。

そして、昭和46年の台風23号によって安濃川の堰に大きな被害があったため、

三重県が施設を整備することになりました。

また、安濃川からかんがいできない水田は約100か所におよぶため池などから

水を引き、あとは天水（雨水）が頼りでした。さらに畑は水路などもないため、

これらも合わせて解決するため、農林水産省が“ 国営かんがい排水事業 中勢用

水地区 ”として安濃ダムや幹線水路などを整備し、三重県もそれより下流の水路

を整備しました。

また、安濃川にあった22か所の堰も4か所の頭首工という大きな堰にまとめる

とともに、120㎞もの用水路と分水工(＝水路から水を取り出す施設) 270か所

以上が新しく作られました。
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※今は使われていません。



中勢用水の歴史 ④

○安濃ダム

秋葉取水口 通水式の様子
あきはしゅすいこう

国営かんがい排水事業 中勢用水地区は、昭和47年に工事が始まり、365

億円の費用と19年の期間をかけて平成3年3月に完成しました。

ここでは、この工事によって作られた主な施設を紹介します。

○第三頭首工

形式：コンクリートフローティングタイプ

構造：せきの高さ：1.8m

せきの長さ：１０５．５m

ゲート ：2門＋１門

左岸側より取水して、左右岸の農地

約５００ヘクタールに送水しています。

（東京ディズニーランドの5倍の面積）

目 的：農業用水をためる
形 式：重力式コンクリートダム
ゲ ー ト：３門
ダムの高さ：７３ｍ
ダムの長さ：２１２ｍ
総貯水容量：１０，０５０千㎥

（東京ドーム8杯分）

○用水路

導 水 路：長さ 1.4㎞

北幹線水路：長さ11.3㎞

中幹線水路：長さ 1.8㎞

南幹線水路：長さ 5.7㎞
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